
国 際 障 害 者 年 に お も う  

広島市児を総合相談七ニクー  

療育指導課長 片 岡 省 吾   

国際連合第ニjl回総会（町律「丁51牛）け，三う年  

後山本年ニケ「ノ7・己全巻加と、ド等」／をト′と一J  

／ニ「国際障′L㌣首年」と「ろことを，令会一二段  

て決議！ノ／∴ 軋二，第34［t昭吾会（昭和54f卜）  

でト上，国際障害者年山諸活動レ7）ため〕），大嶋  

「12（），小一噴トJ64に／セ、；ご「国際障′．干者年汀垂垢卜  

両」キ採択してしゝる（、   

行動計画がオ」諸原則レ巨）らレハゝく／ノかゃ  

紹介∵「る二±トニJ二1て，ナビも達〟）発達山緩  

助とし、うし、土なみにかかわってし、るj）れ・仁）ノ＝  

J），／㌻後山あり／ノ‾に／ノし－て考える指針キ得た  

し、と思〉う。   

圭ザ．第一に rl軍守子 とH∴【「個人の特質で  

ある「身体的・精神的不全（impai「ment）」と，  

それによって引き起二される機能的な支障で  

ある「能力不全（disability）」，そLて，能力不  

全の社会的結果である「不利（handicap）」の間  

には区別がある。』けf垂塙十画A62）ヒ1Jて  

しゝ／ニニセである。更に，「障害という問題を，  

ある個人とその環境との関係とLてとらえる  

ことが，ずっとより建設的な解決の方法であ  

る。」（「司卜A6｝）上二らしゝ∴てし、る（。   

第二は，「障害者は，その社会の他の者と異  

なったニーズを持つ特別な集団と考えられる  

べきではなく，その通常の人間的なニーズを  

充たすのに特別の困難を持つ普通の市民と考  

えられるべきなのである。」（向上）とし▲う ヒ  

レ、Jえん－てある。   

二れ⊥1ノを要約i、れば，能力不1ンを ノト机」  

∴ち・レ1しふト）ている社会的条件与し」∴ノ〆ノノこニヒ  

レ’ノ重野性与′JこLてし1るといえ三）。   

二〕ノニヒ：∴ 更にことばキ加」えろなレ、ノば，  
一 
・「三て「障ノ害」ヒ素現され‾ごしゝろ小J）hこ111d－  

icこ11）という部分てごま．僻1キ児（告）に対して  

何かキ「してあげるル’）∵∵上ノゝく，イ皮∴訂ニヒ∴  

てぃ社会的条件レ）一部与しいレム行れわれ白身  

を，r ビレ）去うに変えてしゝくか」とい十視点て  

け動しなければな√）なし1としゝうニヒてしFノろり   

学校教育としユう分野における現状キR兆〆ノノニ  

ヒき，口Jキ含ふ′）たf射犬を回i王的にと⊥1え，  

そレ）枠組∵、1うて（上皇「、）ち・しぃチビL遥々対象ケト  

J）む〕）とLてふている部分がiモ、くなしゝとはい  

し、きれない。障害し巳だけてノゝく， 十べてレ）J’・  

どい童〕）求めに†ノ古じて白Lユを変え，そレ）た〆ノ  

山研さ／し与積むちチノル）必要性：二1いて山西ぶ  

識：ニノ）いて，障害者年け－一ノ山ホ唆を与えて  

くJLてしゝる。   

国際障害者年は，単なる障害宵山「ためレノ」  

運動ではなく，障筈者キ含む全人類〕）ノ安定上  

そ〟）ためノ）ヰ抑キ希求J一ろとしゝう，人「冒Jに対  

する尊子放ヒ探し、′せ情、 セく二強し1イri細々底流±  

L′て≠」1てい／：ノ．「そして、二ノ）ニ ヒが人ヒノ＼  

ヒレ）かかわりて、ムろ教子fJ）基盤そ山LJノ▼こら  

あるニヒこニノ上しい与しり二Lたし、もレ）てあ／ニ，、、  
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青 少 年  を 育 て る  
大人として歩むべき道   

広島市教育センター次長 溝 口 二 郎  

（3）菓射〕自戒かf供を守る。  

例えば，セノ）キイは了用里二絶対推さノ㌧  

い，夜食だけはノE、ず組が作ノ）て1■」ノ∴ 7を  

問家にかかってきた電訂汗二は′∠、す組がH  

る，／など，今すぐにできろ二土ノ）小カ‥、J  

自戒与、‘∠て，それを永く′、上J：り続十ト1］二き  

たしゝ。f供ぴ）気不一かないところてナ棋ヰ  

守ること，それが観山務J）であろ。   

2．学柁車生活を日ノ巨；く したし、   

（1）授業出れかノ：）J∴‥し：二くtて「須があろ。〕  

子供Hl【JJ）㌻J：ううナノ）1〕）時日‖ノ〔′二㌣校  

で過ごす。〕そレノ）左i・邪分け粟井いト刃甘栗で  

あろ。」刊圭ニヒリ∵持業山わかノ：ノニヒ小  

ビか∴王ご楽しいニヒか，宰相1iJりノ：†レ）■化  

仰てきろ±ニノブてムノニ 

（2）‡㌢7「ニ，靴．・∴ 的∴抱き二L教師∵ムり  

／∵いL、  

十げこか親山千之ろ：走キ兄二君うが二、と 二∴  

十り七にト本与態度て′トナチ軒巾てあり／二  

い。′lし「苅みをナ、fたなし、J一－け∴ょいノ㌧し、十供   

炉悩みを打らあけ∵Jし∵∴fト∴ 

、 

jナ）かJ′一年〔言亡していろ山でLf∴）ノニノか∴ノ   

二う．地域しノ）教育ノノウ′トカ、そ一）‥  

親レ）〔lら教抑jJ）＝む届かぺい′束艇タト・′’jご二  

村予卜山イ用ぃカ杏動＝，／∴＝．が支えてくれて  

いろレ）か，だれ小目l㌧‾こ これていノ〇J）かL 

′仁汗レバ刷止・：とし∴裳き 上」ト、JJLてさ／：上し埴長  

山教育力互，け：ノ＼」／▲りl三ノげk了ノfにノ巨か一てう 

1．＃＝㍉り左∴「り∫ノし十L Ll＼▲」ふ′ノここし ユ、〉ノ  

う「一山」ノー：二l根1一ご，一‡∴ノ∵ご上」こ＝ン㌧∵  

ノ∠∴さJlかノと！．tい 什．丁ごか1じミい ′三／ノ、・人＿ 二′・  

ニりノーニ′’i廿とご1ノ1、」一雄1い   レ）．＝上＝∴／ノ㌻   

1豆ご土イニイ・j†りく二㌧1∵十  

一 
i′′∴仁i一レ）’石÷ハ■ノノごく二′ノごr」し ノごし   二し＼ノ  

h／∵′J∴二ご主，／㌧ここか∴ニき 仁」か′∴王  

立、，付、：上，二∴し．た1 ㌧∴．√．い二睾舶し  

人ノ、ノ㌧㌣J八，二1ノL肘り「トノ    トム∴ノ∵  

rJきノ十二しゝ  

最近の子供の問題行動，とF）わけ校内暴力，  

家庭内暴力を見聞きするにつけ，J′・供〕）心が  

むしばまれつつあるノ今L」の†町相に胸が痛む。   

こレ）非行の原因はと尋ねれば，視たち大人  

たちは，学校の指導J〕ありノブに問題があると  

言しゝ，教師たちは，その原因♂〕多くは家庭内  

にあると言う。共通してし、ることは，社会山  

風潮を反映した根ノ）深い問題であるという認  

識だけである。   

この間題J〕解i央の道号模索仁「るけ削ことH判明  

は過ぎ，Jl供たちは自分の非をさとろニヒL  

なく，そレ）圭圭大人になってし圭うレ）である。  

今，軌／二ちに土一Jて人切なことは，J′一供たら  

を非fナに頂く社会も，払ビ阜〕視たち上人たナノ  

が作1てしゝ／∴二とを白菜Hるととい二，Jノー供  

たケル7）環境政吉J）ために行動を起こすことで  

あるL 拙け，最喜の環てなてて結構，現実キ  

直視した次善レ）策を着実に実行Lて子fくこと  

てあろ〔〕   

そJ〕ために（上，子供与1】■叉り藻く親か，教師  

が，そして人人た∵らノバ，歩Lゝべき迫キーlJL  

早く兄1＝ペニとが盲喜要てあろ√〕そ山とき，  

次に述べる考えノ十レ大軋情J三で亡上あろモし、か  

1．家庭てぃ牛清々八切にしたい。   

（l）ノ家庭レ7）温カ、ムキ味わわせたし、。  

十倶か勉強に叱れて ▲休み与した く  

なったころ，Ji茶が人り去した∴Lい∴Jさ－  

て，家朗」リiが一1！に官主圭一ノてJJ烏■‡与し、  

た／さくり ′露人があjLば，′客ノ、土．し－←〕L！二  

に。そこに心び〕かよう′豪族レ7）卜jlL、‥′LがJ）り、  

そ二：二就＝／一レ）対話が凍り，ノ葺く庭ノ）i点かノ′人  

キ悪Jニるレ〕であろ〔J  

（2ト基本臣」な′トナ舌＝」こ言「巨を身こ二一ノけさせたい  

や，ビノ〕らしリ・．デ／ナ′∴ 十／ヾ‾こキ1ょ  

せ⊥うとすろ仰向い直し－ノナL］てあろた、（1  

い＿， 亘て㌧ヒL，i穴山」一一）〕）基本的／㌧′トラぎ「  

ノ帖テ．ノテが，心ウニし再∵伏しい1ナけL、Jハノニ ょう  

こ二 ㌧せ／、い  

㍑し、，  いいフて＿，  

Jっ（）かとノ， jノゝ土せ．′∴  

∴‾畑山イごけ一ごぺ∵∴親J）′＝［弓子酎，士ご仁，  

′∠∴f′一‥l∴二移ろ 心1ノ′十三しゝLレ）√∴王・ぅノ∴  
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教職活動 に 関 す る 自 己診断 に つ い て  

新規採用教員のアンケートより－－   

当教育センターでは，7月下旬に開催した研修講座において，本年度採用された教員を対象  

に教職活動についてJ〕自己診断調査を行った。   

診断調査項目は，教職活動に対する意欲，  

生徒指導などに関する20項目で，それぞれ「だ  

いたいある」「ヒ、ちらかというとある」「かなり  

不足してしゝる」r‾どちらかというと不足してい  

る」の四つの選択肢によって自己評価を行っ  

た。   

その結果を考察するにあたって，自信を  

もっているものを上位意識，らたないものを  

下位意識とした。自己評価に表れた数を百  

分率換算し，上位意識び）65％以上を「力量があ  

る」下位意識の65％以」二を「力量が不足して  

いる」ととらえた。   

それによると，「力量がある」と考えている  

ものは次ノ）5項Hである。（数字は診断項R番号）   

2．子どもと共に行動する情熱   

2「1．先輩・同僚とび〕協力姿勢  

1．よりよしゝ白己をつくろ努ノノ   

4．自己の課題の把捉   

二う．広い裾野から考える意欲   

一方，「力量が不足し  

践〕一）意欲・情熱にはかなり強しゝ自信と意気込   

みをもって臨んでいることがわかる。  

他方，「力量不足」と思一）ている項目は，iiと   

して，発間，板書，教育機器U一）活用など授業の   

すすめ方にかかわるもU）土，学級集団の組織・   

指導にかかわるものであろ。なかでも，いわゆ   

る問題をも一ノナレ）指導及び的確な発閃をす   

る力などに「かなリイこ足している」と答えて   

いるものが20％もいる。また，表の中に表れ   

ていないが，1：うのいわゆる問題をも一」千レ〕指   

導に㌧しゝて，女子教員J）80％山もレ）が何し1か   

レり形で指導力不足を感じていると答えてい   

ろ。  

二うしてみると，教斤に取り組む姿勢・情   

熱などは高い意欲をホしているが，授業にか   

かわって継続的な実践，研究的努力を必要と   

する分野では， 多くレリLJ〕が指導力不足を感   

じているといえろ。  

教職活動についての自己診断  

ている」と考えていろ 〕   

ものは次の6二項Rであ  

る。   

5．的確な発問   

8．教育機器の活用  

13．問題をもつナビ  

もい手旨導  

12．字級栗岡の育成   

6．板書〟〕t夫  

18．指導案山作成   

∴れら山ニヒから，  

「力量があろ」と答え  

ているもぴ）は，教職活  

動についてル情熱にか  

かわろもので，教育実  

7 声．1J巨1   ト苛   

E二ニコ   

．   円     P．】r          m                二r、r 川‘てパ・1ヾ」   十    ［＝T劇‘             芯 トLM「    E二三＝           岳   ††  臣    n  羊 －   ‡十 面  二 ≠．′－′  －隕 凹  」三こL   
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中期分（7月・8月）の研修講座をふりかえって   

7日・8月は，子供達にとっては，期待に胸をふくレ〕圭せる楽い1季節です。私達，教職員  

は，こレ）時期こそ，じっくりと腰をすえて，充実した研修に取り組む－ことの出来る絶好の機会  

でもあります。当教育センターでは，二の日寺期を中期分として，日数にして32口，30レ）研修講  

座を実施し重した。参加者は，2，290名（延べ6，233手クー）の多きに達し，どの研修会場にも熟尤、な  

先生方の姿を見ることができました。実施した講座の2，3を紹介します。   

新規採用教員を対象とする講座は，学級経営  

宇習指導を内容として6［］間，小学校と中・  

高等学校別に実施しました。大字J）先生によ  

る講義，現場のベテランの先生方による実践  

発表，指導主事をまじえての目標分析や指導  

案の立案など多彩で，終口，若さと熱気で終  

始し，明口からの授業への意欲をうかがうこ  

とができました。  

小学校図画工作実技講座（南観音小にて）  

の事例J）中か－、〕，課題↑潤］題ノ亡．＝二／Jいて，グ  

ループ毎：二酢究敵対引J二い，指二誓ぃありんに  

つし1てレ〕ノ、iモ習キ深め美した∴ 事例が多岐にわ  

たりあらためて，指導力難しさキ浮き彫りに  

されましノL。  

講座及び校種別参加者数  
巨馴分（7′JJ・8月）  

中学校理科実験講椎（極楽寺山にて）   

小芋校・中学校を対象ヒすろ実験・実技講  

座は，各研究会とび）連携〕）Lとに行うもので  

伝統も▲占く，参加者が多い／二耳ノ市1学校を会  

場として実施し圭した。檀二接，授業に生かす  

教材研究や実技レ）ため，ビ出先斗ん▲ら暑さを  

忘れ真剣な態度で収り組んでおレ〕れました。   

同和教育講座は，2「潤］（全日）講義を斗心  

として，同和問題の認識，ノ㌻し」的な諜f軌字鞭  

集団づくりの実践や，実態をふまえてレ）真  

しな取り組みJ〕発表があり，探しユ惑軌と多く  

J）示唆があり意義ある講座ヒなり圭した㌧   

牛徒指導講座では，大学び）先牛より，′巨徒理  

解の実際的な手法に一」いて講義キ受け宝し  

∴二。そ直後，参加者山北耳ノバ∴土工誹購勘」一利  
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新採用教員研修講座に参加Lて   

この夏，新規採用教員を対象とした講座の第1［司目（内容は学級経営）の直後，数多くの感  

想をいただき，その熱心さに景仰しております。  

◆「やる気」を育てる学級づくりへの決意  

瀬野小学校 柚木早苗先生   

受講している問，それぞ窟Lの先生方の話を  

自分自身や，自分の学級や，学級の子ども→  

人一人におきかえたり，またそれらを思いう  

かべたりしながら聴かせて頂きました。   

中でも，指導者の先生（6年先輩教師）の「や  

る気を育てる学級経営」についてのお話で出  

た様々な実践例は，単なる理論でなく，汗や  

涙を伴う実践から生まれたものであっただけ  

に，何よりも，私自身の「やる気」をよび起こ  

していただいたと思います。「子どもと同じ立  

場に立つということは，常に新しいものを追  

い求めることであり，それを実践することな  

のだ」という言葉が とても印象に残っていま  

す。   

二れまで，与えられることが多く，求める  

姿勢に欠けていた自分をふり返り，これから  

は，自分自身で求め，チビも達J〕良きリーダー  

になりたいと思います。  

新採用教員研修講座（全体会）   

気を持ちあわせず終ってしまったことや，「ど  

うしよう」と気持ちばかりあせり，「こうして  

みよう」という対策を考えないで悩んでいた  

ニヒばかり出てくる（。こんな悩みは，甘え以  

外の何もぴ）でもない。∴つかってみなければ  

先のことはわからなしゝ〟）に，やる前に失敗を  

恐れて尻込ふしてしまう自分の心び）弱さに，  

今さらながら恥ずかしくなった。   

これからは，勇気を止して実践Lてしゝかな  

ければと思う。F「1々新ししゝ課題に取り組み，  

そこで壁にぶつかって大いに悩み苦しふ解決  

していくこと，二れが教師の真の姿であり，  

それが子ビもに通じろ二とに上一：〕て，教師も  

子どもも成長する【二 といわれた先輩教師〟．）ri  

葉が耳の奥に残ノ）ており，努ノ」したしゝヒ考え  

てしゝる。  

◆ 理論だけで終らず，まず実践  

毘沙門台小学校 高橋久美子先生   

大字の先生や校長先生，先輩教師，指導主  

事J〕方々山話を聞いて，自分は何をしてきた  

のだろうかと自問自答してみた。頭ノ）中であ  

れこれと考えているばかりで，実行に移す勇  ◆ 教育者とLての信念をもつ  

舐園東ヰ芋校 竹本裕之先て卜   

今まで教帥上して信念がノ走去L、ノず「L引酎〕考  

えや，やり方を借物として頁1似ているとニノノJ  

が多かった。二れからは，教育者ヒして山信ノ念  

にもとづき，先群山良しユところを収1lくして活  

きた′芋純綿ナニミr与見つけ√ごいこうと決心し7二。   

講座の後半に研究協議があり，新採汀」教員  

の共通の悩みも出され，お互しゝに努力しよう  

という盛i）上がりがあり連帯感が生まれた。  新探聞教員研修講座（分科会）  

_I 一   



◆ 人事異動   

転出＋西 洋印t任指専トニ雪‡r9IJlし什」‾  

t㌣巨＼′、iご十三J、三′、J  

◆ 心を和らげる観葉植物   

教育センタ∴一半車．＝」ビ予告研作ノ圭⊥∴ 二日  

産地誌れ）温かしヰ什に∴十て，鉢植え直観彗  

植拘が置か′≠LてJJり土∴ilし   

ニれは，五「］市町皆賀にあろ広島市立皆  

◆ 図書資料室より   

′二く さ八ノレ㌻）卜杵［㍉い入り 美しイニレ）▼∴卜湖ト、ノせ  

し三ナ＝ セ㌧＼二∴、ノん∴一三、さい  

教育とは何か 江上揖良雄ごjか首  ・トf㌣L㌧・  

教育は死なず  八軒繁大汗 ′畑中＝親往  

生徒指導の基礎知識 笠「吉ij逐リユご王んJ宮二 十和」しミしノご  

授業の最適化入門  中仙作付隼  甘貼汗れ1「  

教育基本法文献選集 仁i干～）庄）   ′、押ぇJ［モ巨′」・  

倉橋惣三選集 仁上住＼仁生1、′し－∴し ル裾  

遊びと幼児期  仰軒二．！′出足許 7けiト川1板  

子育てのみちすじ 河添鞘慢藩 ミいしり∴′井ぢ：  

講座教育臨床 高野清純ご三カ、誇 El本文化科学社  

心理面接の技術  柚≠布石拝「射出凱i 

公民館経営ハンドブック  Ll′前川販  

ミリオーネ全世界事典仁iモ11付 ′／′＃研究什  

日本思想史講座（仝り封  舛L‥F苦」  

日本の歴史（仝：う2巷）  ′ト′羊舘  

子ども日本風土記（1モ1丁真J  r細1f割1】  

土門拳 日本の周壬刻 け1巻）   耕軋■川板  

書道技法講座（1モ1二うこきJ  二．≦′」て卜   

′㌧七∴「教育一村上」∴敢什ゝjご：・手打㌻ノ【とし忠㌧「教■戸f  

政策・てけ‖隻・行財政」関係宣川畑珊，「∵ヰ揖某月・  

宇押トリ「教育課干【トノ、告甘指ヰ・教科別教育＝関  

係ネ′黒川川け，「幼〃二軋什腰憫約馴冊，「特殊教  

肯．関係約二川冊，「祉‡ご教子F・′表庭教百J「是＝系  

約洲1皿 一㌣力他「ナた史」r［上l黙す仁r「∴術」1．，  

㍍」i文′羊」など約6川）仰山い叉「i㌣かノ、＝去しノ∴   

左JJ，「†‖ナ申）学校人、lノ仙り，主レ）教行センソて1i；  

かレ∴ 桝究リj録．研′克紀要1■，；レ増刊・L人ノノて  

い去与し）て二 伸l＝∵さ、さし。）  

賀授産所（山崎昭三所長）  が入所者の訓練  

指導科  

目の一  

つとし  

て園芸  

活動を  

行って  

おり，  

シロナ  

ク，カ  

ポック，  

カジマ  

察而Ⅱ皆賀授産所  
‾      ‾  

（車かレ1荷ムろしされてい引租嘗植物）  

ル，そ い他ヤシ不‖l斬勿／㌧ヒ、、却侶封軋ル鉢栽虎活  

動が了J二われてしゝま十ソニ告／て一石料‡†鉢ヒして，  

毎＝定期的に教育上二／シー・－、二Jr－∴ト、ノJLてし・ノム  

も出てありょす。山：け変ノレ1組剛即句が，多  

く再来巾針〕心キ風い1けてい壬丁。謹んで感  

謝山意ヰ表L 王∴㌧  

◆ 教養講座のお知らせ   

講帥 楠本憲吉（作家・俳人、1   

演題「心を耕す」   

F1暗「1冊」56隼12日2＝（水け1：川卜1（う∴i‥   

場所＋広，甘市孝せ市センターー（第1研修や）   

対象 広島市立小・中・高・幼教職員，広島   

市立看護専門学校教職員，社会教育関係朋潤   

一講師のプロフィール一  

際応義塾大ウ沃イ刊悸牒，トl本近代  

丈′、石棺′常‖リl†1弔ほか作宜「即糸子昔＝凍什，  

著∵隼多妻上 テレビ・ラシ∴卜ぐもゞ■Ⅶ甘ノ  

i村連山心キ耕す小言彗小師鮮二「用こえ   

去守一‥ 多数山刺巻り［lキ．「if十ドノ1）てい王‾J‾  

一編集後記  

▲中期分皿研修講座ここごよ，凸7I∴ヰこ二Lかかノ）し、ノ  

うご延べ（うトノ＼キ超えろ多放〕橘印ち加力こムり，  

ご1i亡′卜／ノレJキ㌧旨：レ）：Eヒ＼、かうかノ川〕れ三しノーニ   
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